
コンテナ検査センター（本牧）ですが、再び機器交換のために稼動停止することとなりました。

ヤード内でコンテナを取り降ろし、ドアを開けて検査貨物を取り出し、税関検査場まで貨物を運び、

またコンテナに詰め直す、という検査に伴う作業が大幅に簡素化され、検査費用も削減されるように

なりました。

（ただし税関の判断によっては、従来の「検査場持ち込み検査」も引き続き実施されています）

　これにより、本牧出張所管轄の貨物につきましては、大型Ｘ線検査指定となった場合、検査場まで
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　工事期間は８月２９日から１０月１２日までの予定となっています。

稼動停止することとなってしまいました。

　この間、大型Ｘ線装置による検査は、すべて湾の向かい側にある大黒ふ頭のコンテナ検査センター
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で行うこととなります。

　コンテナ検査センターは、貨物をコンテナから取り出すことなく、コンテナごと大型のＸ線装置に

通すことにより検査を行うことが出来る施設です。この検査施設が導入されたことにより、コンテナ

【コンテナ検査センターとは】

の運送費用が従来よりもかかる事となりますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。


